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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第88期
第１四半期
連結累計期間

第89期
第１四半期
連結累計期間

第88期

会計期間
自 平成25年４月１日
至 平成25年６月30日

自 平成26年４月１日
至 平成26年６月30日

自 平成25年４月１日
至 平成26年３月31日

売上高 (百万円) 9,600 10,517 44,696

経常利益又は経常損失(△) (百万円) △389 650 2,353

四半期(当期)純利益又は四半期純
損失(△)

(百万円) △581 361 1,460

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) △309 332 2,253

純資産額 (百万円) 16,038 18,423 18,117

総資産額 (百万円) 50,581 51,549 51,409

１株当たり四半期(当期)
純利益金額又は
１株当たり四半期純損失金額(△)

(円) △3.01 1.87 7.56

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 30.7 34.5 34.0
 

 
(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため、また、第88期

第１四半期連結累計期間については、１株当たり四半期純損失が計上されているため記載しておりません。

 

２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 業績の状況

当第１四半期連結累計期間の世界経済は、米国など先進国を中心に回復基調が認められるものの、一部新興国の

成長鈍化やウクライナ・中東情勢などの地政学的リスク要因等から、その動きは緩慢なものとなっております。

　わが国経済においては、懸念された消費税引き上げに伴う景況感の悪化は、当初の想定以下に止まり、経済対策

や金融政策による内需の下支えにより、デフレ脱却と経済再生に向けて、回復基調が続くものと期待されておりま

す。

　こうした中、当社グループは、中期経営計画２年目として、前年度に実施した施策の成果を最大限に引き出すべ

く、収益率向上に向けた成長戦略の展開を図り、一方で原価低減・販売及び管理コストの削減に取り組みました。

その結果、業績は堅調に推移し、当第１四半期の総売上高は10,517百万円（前年同四半期比9.6％増）、営業利益は

693百万円（前年同四半期比317.2％増）、経常利益は650百万円（前年同四半期は389百万円の経常損失）、四半期

純利益は361百万円（前年同四半期は581百万円の四半期純損失）となりました。

 

　セグメント別の概要は、次のとおりであります。

 

＜家庭用機器事業＞

　家庭用機器事業におきましては、国内外市場においてシェア拡大、高付加価値製品の拡販等に注力致しました。

その結果、当第１四半期の家庭用ミシンの売上台数は約46万台（前年同四半期比約４千台減）とほぼ前年同期並と

なり、売上高は8,180百万円（前年同四半期比3.8％増）、営業利益は478百万円（前年同四半期比537.3％増）を計

上いたしました。

 

＜産業機器事業＞

　産業機器事業におきましては、国内ならびに中国・東南アジアの新興国市場に重点をおき、前期に台湾に設立し

た販売会社も有効活用し、積極的な販売活動を展開致しました。特に卓上ロボットについては、携帯電話等の情報

端末機器関連企業の大口受注を取り込めたことにより、前年同期比で大幅な台数伸張が図れました。エレクトロプ

レスについても、自動車部品などの製造関連企業向けを中心に好調を持続し、売上高は1,656百万円（前年同四半期

比54.9％増）、営業利益は226百万円（前年同四半期比190.6％増）となりました。

 
＜その他事業＞

　ITソフト開発を含むその他事業の売上高は、679百万円（前年同四半期比5.0％増）となり、営業損失は14百万円

（前年同四半期は８百万円の利益）となりました。
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財政の状態は、次のとおりであります。

 

当第１四半期末の総資産は51,549百万円（前連結会計年度末比139百万円増）となりました。　

資産の部では、流動資産が現金及び預金の減少、商品及び製品の増加等により22,186百万円（前連結会計年度末

比277百万円増）となりました。これは、前期末における消費税率引き上げ前の駆け込み需要による国内販売向け棚

卸資産の一時的減少が、当第１四半期末では通常水準に戻ったことによるものです。固定資産は減価償却による減

少等により29,362百万円（前連結会計年度末比137百万円減）となりました。

負債の部は、流動負債が支払手形及び買掛金の増加、短期借入金の減少等により18,642百万円（前連結会計年度

末比22百万円減）となり、固定負債は長期借入金等の減少により14,482百万円（前連結会計年度末比144百万円減）

となりました。　

純資産の部は、利益剰余金等の増加により18,423百万円（前連結会計年度末比306百万円増）となりました。　

 

(2) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

なお、当社は財務及び事業の方針の決定を支配するものの在り方に関する基本方針を定めており、その内容等(会

社法施行規則第118条第３号に掲げる事項)は次のとおりであります。

① 基本方針の内容の概要

当社は、公開会社である当社の株券等については、株主、投資家の皆様による自由な取引が認められており、

当社の株券等に対する大量買付行為があった場合、これに応じるか否かの判断は、最終的には当社の株主の皆様

の判断に委ねられるべきものであると考えます。

しかしながら、近時わが国の資本市場においては、対象となる企業の経営陣の賛同を得ずに、一方的に大量買

付行為を強行する動きが顕在化しております。こうした大量買付行為の中には、対象会社の企業価値及び会社の

利益ひいては株主共同の利益に資さないものも想定されます。

当社といたしましては、このような当社の企業価値及び会社の利益ひいては株主共同の利益の向上に資さない

大量買付行為を行う者は、当社の財務及び事業の方針の決定を支配する者としては不適切であると考えており、

このような者が現れた場合には、必要かつ相当な対抗手段を講じることが必要であると考えます。

 

② 基本方針の実現に資する特別な取組みの内容の概要

当社取締役会は、下記の取組みは、下記イ)記載の当社の企業価値の源泉を十分に理解した上で策定されてお

り、当社の企業価値及び会社の利益ひいては株主共同の利益を中長期的に向上するべく十分に検討されたもので

あることから、上記の基本方針に沿うものであり、当社株主の共同の利益を損なうものではなく、また当社役員

の地位の維持を目的とするものでもないと考えております。

 

イ) 企業価値向上に資する取組み

当社は大正10年に創業し、日本国内で初めてミシンの国産化を成し遂げて以来、「世界の人々の豊かで創造

的な生活の向上を目指す」「常に価値ある商品とサービスの提供を通じて社会、文化の向上に貢献する」とい

う企業理念に基づき、企業価値の向上に取り組んでおります。

昭和39年には蛇の目ミシン技術研究所を設立、昭和54年には国産初のコンピュータミシンを発売したのをは

じめ、常に家庭用ミシン業界のリーダー的存在として、製品開発力、技術力を生かした新製品を提供してまい

りました。さらに平成２年には24時間風呂「湯名人」シリーズを発売、優れた技術と製品の利便性の高さか

ら、お客様の支持を得て、同市場では高いシェアを維持しております。さらに家庭用ミシンの生産で培った先

進技術をベースに、「卓上ロボット」「エレクトロプレス」などの産業用機器を開発、携帯電話等の情報端末

機器や自動車関連企業など生産現場の省力化と高度な品質管理が求められる企業に向けて、積極的に販売活動

を展開しております。企業の生産拠点が海外へシフトしている状況に対応すべく、各拠点の販売・サービス体

制の拡充にも注力しております。

当社グループの企業価値の源泉は①技術力と経験、②マーケティングと開発力、③ブランド、④販売力、⑤

人材等にあると考えています。

具体的には、第一に、90年以上の歴史を通じて蓄積してまいりました技術と経験を生かして、多くの製品群

を提供、第二に、世界各地域の市場から効率的なマーケティングにより得た情報を活かした魅力的な製品の開

発、第三に、90年以上にわたる歴史と高い技術力に支えられた家庭用ミシン・産業機器における「JANOME」ブ

ランド、第四に、直営支店・代理店・量販店等を通じた堅固な国内販売網と販売子会社・現地代理店等の海外
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販売網、第五に、これまで述べました「技術・経験」、「開発力」、「ブランド」、「販売力」を具体的に担

う人材群です。

当社は引き続きグローバルシェア拡大を図るとともに、お客様をはじめ株主の皆様にとってかけがえのない

企業を目指し、企業価値の向上に努めてまいります。

 

ロ) 中期的な経営課題への取組み

世界経済が目まぐるしく変化する近時、当社グループは、企業価値を安定的かつ持続的に向上させていくた

め、引き続き中期経営計画に基づき、収益力の高いグローバル企業を目指して、将来の成長事業に経営資源を

集中する方針の下、主要な目標として次の３つを掲げ取り組んでまいります。

(1) 低コスト体質の確立

(2) 営業利益率10％の達成

(3) 生産体制の強化

上記目標達成に向け、次の基本方針に基づき対応いたします。

① 成長が期待できる事業・市場へ経営資源を重点注力

ミシン事業は成長の要となる海外市場に重点を置き、産業機器事業とあわせ、両事業部門に経営資源を

投入してまいります。

② 製造コスト、販売・管理コスト削減による収益基盤の再強化

グローバルな競争の激化が想定される中、ミシン生産に関わる生産管理・購買管理・生産技術業務機能

を台湾の生産拠点に移管、一層のコストダウンに取り組んでまいります。また、部門間の重複業務の削

減、不要業務の廃止などにより販売・管理コストの削減を推進いたします。

③ 開発力の強化、スピードアップの追求

開発方針を明確化し、開発テーマの絞込み、製品のシリーズ化、部品の共用化を推進するなど効率的な

開発体制を構築いたします。

④ 将来に向けた生産体制の再構築

新興国向けミシン販売増加を見据え、タイにおける生産設備を増強し、現在の120万台から150万台への

生産体制を構築いたします。

 

ハ) コーポレート・ガバナンス体制の徹底

当社及び当社グループでは、企業の社会的責任を果たすにはコーポレート・ガバナンスの充実が不可欠であ

るとの認識のもと、各ステークホルダー(利害関係者)の皆様と健全で良好な関係を維持しつつ、業務の適正

化、財務報告の信頼性を確保する体制を構築しています。

取締役会においては、経営に関わる重要事項の決定と取締役の職務執行状況の監督を行っております。取締

役会の下には、常務会を置き、重要事項について審議するとともに、特に重大な案件につきましては取締役会

に上程し意思決定しております。各部門における諸課題につきましては、執行役員以上をメンバーとする経営

戦略会議において、十分な検討・協議等を行っております。また、グループ全体の経営の適正化をより推進す

るため、国内グループ各社の社長会を定期的に開催し、グループ各社の業務執行に関する情報交換及びコンプ

ライアンス経営についての意思統一を図っております。海外グループ各社につきましては、定期的に国際会議

を開催し、情報の共有化と業務の適正化を図っております。

監査役監査につきましては、監査役３名のうち２名を当社と利害関係を持たない独立性の高い社外監査役で

構成しております。１名は公認会計士、もう１名は弁護士を選任しており、監査役会等を通じて、厳正な監査

を行っております。また、監査役、内部監査室及び会計監査人は、適時、相互連絡を行い、情報の共有化・連

携を図っております。

その他、コンプライアンス委員会、PL(製造物責任)委員会、内部通報委員会、個人情報管理委員会、リスク

管理委員会を設置し、充実したコーポレート・ガバナンス体制を構築しております。

 

③ 基本方針に照らして不適切な者によって当社の財務及び事業の方針の決定が支配されることを防止するための

取組みの内容の概要

イ) 企業価値の向上及び会社の利益ひいては株主共同の利益の実現

当社は、大量買付行為(下記ロ)で定義されます。)が行われた場合、当該大量買付行為が当社の企業価値の向

上及び会社の利益ひいては株主共同の利益の実現に資するものであるか否か、株主の皆様に適切に判断してい

ただき、提案に応じるか否かを決定していただくためには、大量買付者(下記ロ)で定義されます。)及び当社取
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締役会の双方から適切かつ十分な情報が提供され、検討のための十分な期間が確保されることが不可欠である

と考えます。また、当社は、当社の企業価値及び会社の利益ひいては株主共同の利益の確保又は向上の観点か

ら大量買付行為の条件・方法を変更・改善させる必要があると判断する場合には、大量買付行為の条件・方法

について、大量買付者と交渉するとともに、代替案の提案等を行う必要もあると考えておりますので、そのた

めに必要な時間も十分に確保されるべきであります。

当社取締役会は、このような考え方に立ち、平成25年５月10日開催の取締役会において、当社株券等の大量

買付行為への対応策(買収防衛策)(以下「本プラン」といいます。)の導入を決定し、平成25年６月21日開催の

当社第87回定時株主総会にて、本プランの導入は、株主の皆様より承認、可決されました。本プランは、大量

買付者に対し、本プランの遵守を求めるとともに、大量買付者が本プランを遵守しない場合、ならびに大量買

付行為が当社の企業価値及び会社の利益ひいては株主共同の利益を著しく害するものであると判断される場合

の対抗措置を定めています。

 

ロ) 本プランの対象となる行為

本プランの対象となる行為は、概ね、当社株券等の20％以上の買付けその他の有償の譲受け又はこれらに類

似する行為(以下「大量買付行為」といいます。)であり、本プランは、大量買付行為が行われる場合に、大量

買付行為を行い又は行おうとする者(以下「大量買付者」といいます。)に対し、事前に株主の皆様及び当社取

締役会による当該大量買付行為の内容の検討に必要な情報の提供を求め、かつ、株主の皆様及び当社取締役会

による当該大量買付行為についての情報の収集及び検討のために必要な一定の期間を確保した上で、必要に応

じて、大量買付者との間で大量買付行為に関する条件・方法について交渉し、また、当社取締役会として、株

主の皆様に代替案を提示するなどの対応を行うための手続を定めております。

 

ハ) 対抗措置の概要

本プランは、大量買付者が大量買付行為を行うに当たり、所定の手続に従うことを要請するとともに、かか

る手続に従わない大量買付行為がなされる場合や、かかる手続に従った場合であっても当該大量買付行為が当

社の企業価値及び会社の利益ひいては株主共同の利益を著しく害するものであると判断される場合には、かか

る大量買付行為に対する対抗措置として、原則として新株予約権を株主の皆様に無償で割り当てるものです。

本プランに従って割り当てられる新株予約権(以下「本新株予約権」といいます。)には、①大量買付者及び

その関係者による行使を禁止する行使条件や、②当社が本新株予約権の取得と引換えに大量買付者及びその関

係者以外の株主の皆様に当社株式を交付する取得条項等を付すことが予定されております。

本新株予約権の無償割当てが実施された場合、かかる行使条件や取得条項により、当該大量買付者及びその

関係者の有する議決権の当社の総議決権に占める割合は、大幅に希釈化される可能性があります。

 

ニ) 独立委員会の設置

本プランに定めるルールに従って一連の手続が遂行されたか否か、ならびに、本プランに定めるルールが遵

守された場合に当社の企業価値及び会社の利益ひいては株主共同の利益を確保し又は向上させるために必要か

つ相当と考えられる一定の対抗措置を講じるか否かについては、当社取締役会が最終的な判断を行いますが、

その判断の合理性及び公正性を担保するために、当社は、当社取締役会から独立した組織として、独立委員会

を設置することとします。独立委員会の委員は、３名以上５名以下とし、社外取締役、社外監査役、弁護士、

税理士、公認会計士、学識経験者、投資銀行業務に精通している者及び他社の取締役又は執行役として経験の

ある社外者等の中から当社取締役会が選任するものとします。
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ホ) 株主総会の開催

大量買付者が本プランに定める手続に従って大量買付行為を行い又は行おうとする場合には、当社取締役会

は、独立委員会の勧告を最大限尊重した上で、大量買付行為に対する対抗措置発動の是非を決議することを原

則としますが、大量買付者による大量買付行為の内容、時間的猶予等諸般の事情を考慮の上、法令及び当社取

締役の善管注意義務等に鑑みて、独立委員会に対する諮問に加え、株主の皆様の意思を直接確認することが実

務上適切と判断するときは、当社取締役会は、株主総会を招集し、対抗措置の発動に関する株主の皆様の意思

を確認することができるものとします。また、当社取締役会は、株主総会が開催された場合、対抗措置の発動

に関して、当該株主総会における株主の皆様の判断に従うものとします。

 

ヘ) 情報開示

当社は、本プランに基づく手続を進めるに当たって、大量買付行為があった事実、大量買付者から大量買付

行為の内容の検討に必要な情報が提供された事実、独立委員会の判断の概要、株主総会開催の決定・株主総会

決議の概要、対抗措置の発動又は不発動の決定の概要、対抗措置の発動に関する事項その他の事項について、

適時かつ適切に株主の皆様に情報開示を行います。

 

④ 本プランの合理性(本プランが基本方針に沿い、当社株主の共同の利益を損なうものではなく、当社役員の地位

の維持を目的とするものではないこと及びその理由)

当社取締役会は、以下の理由により、本プランが、上記の基本方針に沿うものであり、当社株主の共同の利益

を損なうものではなく、また当社役員の地位の維持を目的とするものでもないと考えております。

イ) 買収防衛策に関する指針の要件等を完全に充足していること

ロ) 企業価値及び会社の利益ひいては株主共同の利益の確保又は向上を目的として導入されていること

ハ) 株主意思を重視するものであること

ニ) 独立性の高い社外者の判断を重視していること

ホ) 合理的な客観的要件を設定していること

ヘ) 独立した地位にある第三者専門家の助言を取得できること

ト) デッドハンド型買収防衛策やスローハンド型買収防衛策ではないこと

 

なお、買収防衛策の詳細につきましては、当社のホームページ(http://www.janome.co.jp)をご参照ください。

 

(3) 研究開発活動

当第１四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、299百万円であります。なお、当第１

四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 450,000,000

計 450,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成26年６月30日)

提出日現在発行数(株)
(平成26年８月11日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 195,214,448 195,214,448
東京証券取引所
(市場第一部)

単元株式数
1,000株

計 195,214,448 195,214,448 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成26年４月１日～　
平成26年６月30日

― 195,214 ― 11,372 ― 823
 

 

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日(平成26年３月31日)に基づく株主名簿による記載をしております。

① 【発行済株式】

   平成26年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式

1,893,000
― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

193,191,000
193,191 ―

単元未満株式
普通株式

130,448
― ―

発行済株式総数 195,214,448 ― ―

総株主の議決権 ― 193,191 ―
 

(注) 「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が25,000株(議決権個数25個)含

まれております。

 

② 【自己株式等】

  平成26年６月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
蛇の目ミシン工業株式会社

東京都八王子市狭間町
1463番地

1,893,000 ― 1,893,000 0.97

計 ― 1,893,000 ― 1,893,000 0.97
 

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(平成26年４月１日から平成

26年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成26年４月１日から平成26年６月30日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成26年６月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 7,076 6,863

  受取手形及び売掛金 6,621 6,552

  商品及び製品 4,451 4,708

  仕掛品 479 553

  原材料及び貯蔵品 2,318 2,469

  その他 1,103 1,179

  貸倒引当金 △141 △139

  流動資産合計 21,909 22,186

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 5,939 5,889

   土地 15,049 15,046

   その他（純額） 2,912 2,919

   有形固定資産合計 23,900 23,855

  無形固定資産   

   のれん 361 325

   その他 1,637 1,669

   無形固定資産合計 1,999 1,994

  投資その他の資産 ※  3,600 ※  3,512

  固定資産合計 29,500 29,362

 資産合計 51,409 51,549
 

 

EDINET提出書類

蛇の目ミシン工業株式会社(E01595)

四半期報告書

11/20



 

           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成26年６月30日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 3,408 3,697

  短期借入金 12,007 11,719

  未払法人税等 444 200

  賞与引当金 449 203

  事業再編引当金 88 85

  その他 2,266 2,736

  流動負債合計 18,665 18,642

 固定負債   

  長期借入金 4,500 4,290

  再評価に係る繰延税金負債 4,158 4,158

  退職給付に係る負債 5,215 5,278

  その他 752 754

  固定負債合計 14,627 14,482

 負債合計 33,292 33,125

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 11,372 11,372

  資本剰余金 823 823

  利益剰余金 87 449

  自己株式 △324 △324

  株主資本合計 11,958 12,320

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 226 206

  繰延ヘッジ損益 △3 △3

  土地再評価差額金 6,099 6,099

  為替換算調整勘定 △331 △401

  退職給付に係る調整累計額 △483 △425

  その他の包括利益累計額合計 5,506 5,475

 少数株主持分 652 627

 純資産合計 18,117 18,423

負債純資産合計 51,409 51,549
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年６月30日)

売上高 9,600 10,517

売上原価 5,911 6,310

売上総利益 3,689 4,207

販売費及び一般管理費 3,523 3,514

営業利益 166 693

営業外収益   

 受取利息 5 6

 受取配当金 19 28

 受取保険金 － 28

 その他 24 21

 営業外収益合計 49 84

営業外費用   

 支払利息 88 62

 為替差損 48 24

 事業再編損 ※  450 －

 その他 17 39

 営業外費用合計 605 126

経常利益又は経常損失（△） △389 650

特別利益   

 固定資産売却益 0 2

 投資有価証券売却益 4 －

 特別利益合計 4 2

特別損失   

 固定資産除売却損 6 3

 特別損失合計 6 3

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△391 649

法人税、住民税及び事業税 131 184

法人税等調整額 53 91

法人税等合計 185 275

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△576 373

少数株主利益 4 11

四半期純利益又は四半期純損失（△） △581 361
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△576 373

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 82 △19

 繰延ヘッジ損益 0 △0

 為替換算調整勘定 183 △80

 退職給付に係る調整額 － 58

 その他の包括利益合計 266 △40

四半期包括利益 △309 332

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 △310 331

 少数株主に係る四半期包括利益 0 1
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【注記事項】

(会計方針の変更等)

　（退職給付に関する会計基準の適用）

「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」という。）及

び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成24年５月17日。以下「退職給付適用

指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられた定めについて当第

１四半期連結会計期間より適用しております。

なお、これによる影響額は軽微であります。

 

(四半期連結貸借対照表関係)

※ 資産の金額から直接控除している貸倒引当金の額

 
前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成26年６月30日)

投資その他の資産 △43百万円 △43百万円
 

 

(四半期連結損益計算書関係)

※ 事業再編損

当社は、中期経営計画に基づき、訪問販売事業の縮小による国内支店網の再構築を進めており、その一環とし

て、前払式割賦販売業務の廃止を前提とした月掛予約契約の解消を図っております。

　前第１四半期連結会計期間において、当初実施した調査での問い合わせに対し返答のなかった契約者及び解約手

続きが中断している契約者に対して、再度のはがき等による問い合わせを実施し、450百万円を事業再編損として営

業外費用に計上いたしました。

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費(のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。)及びのれんの償却額は、次の

とおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年６月30日)

減価償却費 267百万円 278百万円

のれんの償却額 36 36
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間(自 平成25年４月１日 至 平成25年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    (単位：百万円)

 

報告セグメント
その他

(注)
合計

家庭用機器 産業機器 計

売上高      

  外部顧客への売上高 7,883 1,069 8,953 647 9,600

 セグメント間の内部売上高
 又は振替高

9 239 248 216 465

計 7,892 1,309 9,202 863 10,065

セグメント利益 75 77 152 8 161
 

(注) 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、ITソフトウェア・情報処理サービ

ス、不動産賃貸等を含んでおります。

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

(差異調整に関する事項)

 (単位：百万円)

利益 金額

報告セグメント計 152

「その他」の区分の利益 8

セグメント間取引消去 4

四半期連結損益計算書の営業利益 166
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Ⅱ 当第１四半期連結累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    (単位：百万円)

 

報告セグメント
その他

(注)
合計

家庭用機器 産業機器 計

売上高      

  外部顧客への売上高 8,180 1,656 9,837 679 10,517

 セグメント間の内部売上高
 又は振替高

9 221 231 215 446

計 8,190 1,878 10,068 895 10,963

セグメント利益 478 226 704 △14 689
 

(注) 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、ITソフトウェア・情報処理サービ

ス、不動産賃貸等を含んでおります。

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

(差異調整に関する事項)

 (単位：百万円)

利益 金額

報告セグメント計 704

「その他」の区分の損失（△） △14

セグメント間取引消去 3

四半期連結損益計算書の営業利益 693
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

 
前第１四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年６月30日)

１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損
失金額(△)

△3円1銭 1円87銭

(算定上の基礎)   

四半期純利益金額又は四半期純損失金額(△)(百万円) △581 361

普通株主に帰属しない金額(百万円) ― ―

普通株式に係る四半期純利益金額又は四半期純損失金
額(△)(百万円)

△581 361

普通株式の期中平均株式数(千株) 193,320 193,320
 

(注) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため、また、前第１四半期連

結累計期間については、１株当たり四半期純損失が計上されているため記載しておりません。

 

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成26年８月11日

蛇の目ミシン工業株式会社

取締役会 御中

 

新日本有限責任監査法人
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   湯   浅   信   好   印

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   吉   岡   昌   樹   印

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている蛇の目ミシン工

業株式会社の平成26年４月１日から平成27年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間(平成26年４月１日

から平成26年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成26年４月１日から平成26年６月30日まで)に係る四半期連

結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について

四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、蛇の目ミシン工業株式会社及び連結子会社の平成26年６月30日現

在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項

がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 
 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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